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第 1回定時総会、開催。

平成12年 7月 1日 第1回定時総会を
′
Il後 5時 よリウ

エスティンホテル東京において樋回事務局長の司

会により開催した。員仁川会長挨拶のなかで当会

員の丸山忠久氏が将棋名人獲得、手塚仁雄氏が衆

議院に当選の祝辞を述べ、大学校友会事務局長H
元用策氏の2002年以降の大学の米来図、募金活動

の協力要請があり、議長に,f部 喜久雄氏、副議長

に海沼美智子女史を選出し会議が始まった。事業

報 fl「、各8部会報 |:F、 会報報告もスムーズ|ご進み、

審議 11項に1対 しては111‖ ^り〕氏を中↑事に追加専任

し、 li業計 lllll、 予算案も満場 ‐致で通過した]中
沢信平‖J会長の開会の挨拶にて

′
11後 6時 20分終 J´

'´ 1`念撮影をした。

グザ l部の懇親会は、 1111忠 r指揮による「判|夕|

の空」のマンドリンのなか、人場[人竹 ŕ幹 J「
11会のもと、会長挨拶に続き、ご来賓の日元大学

校友会 J「務局長、日黒 :lll会副会長深

'■

和彦氏、

港稲門会会長 li摩 IF^氏、品川稲門会会長 (当 会

相談役)桜 リト洵:隆氏の祝詞の後、横 III人副会長の

乾杯の「iり〔により懇親の輸が広が っ́たc宴たけな

わとなるなか「人/li隊1場Jのマンドリンの奏でる

なか 11川 llll幹 J「長をアシストに往年の束映フライ

ヤーズスター松岡雅俊氏、かつての 1二稲 |llの エー

ス難波秀哉氏の野球談義、品 111‐良相談役の大学

バレーボール部長時代の懐 li「談、中沢信
｀
|二‖J会長

の大学への提 i:等 、演 1血 をうめ人竹 ^チ トJ会 者は

人わらわの忙 しさであった。最年長の人賀 ||:雄氏

の歩け歩けの健康第 ^の コメントがあり、日元校

友会 littλJ長 の計頭でlfを 組み「校歌」を合叫|、

H#、1 11lJ会来賓者を前にエールをおくり、中lll幹

1「の開会の挨拶をもって午後8時30分終 J´ した。
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目黒相Fデ会 第 7回総会・懇親会グラフィティ
衆院選にみことに当選・

議員 1週間目の

民主党 。手塚仁雄氏
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20才から80才代まで、
懇親会は世代を超えて盛上りました。

ご来賓の方々 (お忙じι)なか、解わ ござしばした。リ

卜 ´

iヽ

目黒三田会副会長・深津和彦氏/
鷲尾健志氏

懇親会 乾杯の音頭をとる横山副会長

「早稲田スポーツ再興を !」 の荒瀬先輩の熱弁に場内爆笑の渦

懇親会の司会役をみことに務めた大竹幹事

|:ヽ
・

校友会事務局長・口元周策氏 港稲門会会長・土屋喜―氏 品川稲門会会長・桜丼輝隆氏



(平成11年 1月 3011～ 平成12年 3月 31日 )
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人

科 金  額 Ｌ
＝

年会費 1) 632.000 (117名 ×5000+9'1× 3000)
総会収入 525000 没、ア総会 (HH年 1月 )
鵬1時総会収人 564100 ｀「 ,友 12111'
組織強化補助金 180000 本李ん

`綱11又メ、 117164 祝儀・寄イJくヽ一モJ文禾J.111
2018264

1又

人

`)IJjイ

1024676 iせ 、1イ:ミ :`主 ・ Mi‖キイ:ミ

1ヽ1:′|;: 97501
18.650 lllllJ‖ イリ

'ド交1祭

`:

38.367 他桶 IHl会・校友会I
11,:′,り ll ll11費 71,768 || 稲 |口 l会旗 。日l鑑作製費等

通 il i費 90.730 L/J「・郵送

`I等キ∫[費 22.0(う 1 lllti△ 本1
次サ明繰 llJk金  2) 254511

iト 20182(,4

目黒稲門会第 1期会計報告

注1)年会費中20.000円 は、｀14成 13年 1虻グ)〕1受年会費です
2)次川1繰越金の内J(は、現金 :16、 17911 打〔金 :238.332111です

1幣 イド十11 1lF

ち́会 li卜監 '|「 は、
｀
14成 11年 1'〕 3()||か ら

｀
14成 12年 3月 31日 までの第 1

期会言1年度の会 :i卜 ‖111「 を監イドいたしました押i果、適 I[かつ ll:確 であ

ることを認めます
｀
14成 12イド6サ 119日

会li卜 1孟 +「  L方  |li巳
会,i卜監Ji 林||1 雅敏

◆◆ 丸山ハF、 みごと将棋名人rc~◆◆
6サ 127日 、第58則11子 供名人戦にlDいて、メt 忠 //t′ 段ヽ (14成 511 1[学 )が仏:勝 lk光

名人を11券 3‖先てくだし、初の将‖l名 人位に就きました おめてとうございます 九 |

利i名 人は、11年 の↑日本フロ将‖tト ーナメントで初優勝 今年の名人 llK rヽ級‖賣位
"kを

8

‖券1敗 という抜‖の成績で‖夕ち抜き、仏:lllP名 人のlll戦 イとなりました 今回のタイトル
itは 2迪 1ター311敗 -2'11夕 と,ヽ う激戦の来のタイトル↑収てした 彼の

"1究

しつくされ

た平りiな 付t rlに は,Li「があります 5(X)χ J li以 1で通算勝+がア制を越すの1よ、羽J,「Ч

`」

とメし| ′ヽItの 1人 た す 今後のilツ rか 人い1二楽しみです

『目瓢 T詮 どア■ト ティプのお誘||
捻会も‖l Jiに 終わ , 1+‖ 1カの出1要ギ

`に

よ)懇社会の統llliと して 気|`に 集れるパ
―テ r を卜山いたし Iし た ピールlkみ放 Lて す

目黒稲門会第2期予算
(｀
|え

'k1211.1り

llll～
｀
14't13113'131日 )

修,らく族の1+掏:お Itい の 1、  1:ひ こ参加卜さい

記

日時 8月 25日 (金 )午後6130～ 午後8130
場所 日比谷 帝国ホテル 17階  レインボーラウンジ
レインホーラr7ン シ人Hて ‖サl有 iPI会 とお ,し ゃ ,(卜 きヽ.

会費 1名様 3500円 (おつまみ代、消費税を含む)
こ末↓矢のんも「111と な:,ま す 当 'こ めさせて″1き ます

|  |‐ ―
一生ど―ルSフ El―ズンカクテ′レ飲み赦題 ―

‐   ‐      |■ :ビ ス  スーハートライ  l lJi   番||り |

ウ |ス キー、・7イ ン1ケリ]||↑ | |ィ :5(I‖ | てイイし 1かれます

アルコールをrイ し|か す,な い方は 1△ II二 お ||卜 さい ソフトトリンクで
'1応
でき

まう

1,△ み方法 彙メ|に 会サ1lt名  fト リi、  L il番 り 参加人
'た

、ツフトトリンクの希望

■をお古き卜さい

改めてこ114は ハ|し iヤ ませ′tの て、 当 、 |11会 ll」へおこし ,さ ヽヽ
申込みメ切 8月 17日 (木 )必着

申込み先 〒153‐ 006]目 黒区中目黒5‐22‐25 大竹―子
TEL3712 7090(8 9～ 8/17東京に不在です。)

◆ F興日光 朝場力i原を歩く茄U旅行部会◆

(お知 らせ)

●8月 の三金会は 19日 (土 )です。お間違え無きよう、お願い申
しあげます。

●10月 中旬、ゆつたりした日程の中国旅行を実施します。詳細

は次回巨XPRttSSで。

●大学から125周年募金の要請がありました。詳細は事務局ま
でこ連絡ください。

●当会報 。巨XPRESSで は、会員の皆様の投稿を歓迎します。どし
どしお寄せください。

◆◆◆ 福ヨ′組 の御礼◆◆◆
2(XX)年 十た友人会

'[行

委サl ソ|‖ :i‖ iり(117年 商|

中|‖ 千劇| 151年 文サリく4均  |'(1911お |

1()サ 122 1 、け|れ li り(学て‖‖:さ れます、ホームカミングデー|え 友′く会に行わ

れますれ|リ タを多くの会liフ ,方 々よ )お  iム みを頂き、ルtに イf‖[う こさヽヽました

すでに13)枚 を超える多(の お中j△みをげき さらにアサ11 の総会
'Iに

は
'1‖ もヽ 01女

1呈の追力‖注 tま で1貞 きました たくさんの先lI方 、後■
'メ

成にイ111う こざいました

:名 のだ行委:tよ ,|,'(力 ||し  し|ナ ます H‖ l稲 Ч会ヒitし ましても、人|に 多く
のあ力をすることが出1(ま した

|た 友大会召1り な  lk2(XX,1 をお求め●たたくヒ

1購入金額相当の参カロ賞、早稲田グッズがもらえます。

2売上げの半額は大学への寄付となり、後輩の奨学金となります。

3う まくいけば企業等より出品される豪華賞品が当たります。車、海外旅行、パソ

コン等です。

以 l υλ,つのイ|り がヽあります

当 米|た さノしなくても竹1り 本は
'[行

奏サ1カ
'lll■
、 チ・ ック、 1り [辿 1各をす女します

つきましては またこ‖昨人 △ムをされていらっしゃらない
`ヽ

11の 方 、々お lj△ み

を忘れていらした力、‖‖有i明 会‖|り 券も残 |)‖かとなって参 )ま した ぜひこの機
会におlj△み 卜さヽヽ .イ tll‖ Ji[て す 中△‖に 入り

'‖

の方イ |‖ liさ ん迄こ11絲 ドさせヽ

TELi 5723‐ 8156   FAX:3716-4020

`あ

 また
',′
メ、お

'1△

みをお忘れなく |

総会‖又人

総会・役員会

30.000× 8

地域 ri献 |

109.511

響 ctもぼっとする榎 …・ "

清流や湿原 |こ沿 しヽ ミズナラのいを通 り、男棒山を

防めながらの/1イキングlc行きませんか ′′

歩行Iケ ‖|は約6knlで 2‖ I‖ 111f∵ の行伴で、 どなたにも歩ける｀「 」|な ,■ 歩通、
戦場が原自然″1究路です

ご家″
':、

こ友人のソプもお |ういの 1、 こ参加I卜 さい

楽 しいバス‖帰 )で 、ムII)の 1中 は1稲 1lI入 学修学旅行1え態の人ヤト会となり

ます

記

]0月 8日 (日 )目 黒駅午前7:00出発 11ヽ 切バス|

9800円   代()は 25名 2ヽ9名で1た ,このため、30名以 i参加の
場イ)は  1(XXJ I‖ のこと令力111来 ます

代金に含まれる物 バス代、消イセBと、11食 |‖おデ,当、お茶ム」めの 1中の自iビールI
アルコールft、 お茶、おつまみfに、i」 {,|イ tヽです

日 時

旅 行 代 金

行 き先

申込 み 方法

申込 み メ切

申込 み 先

|り |り (7:α )||イい =11都高 メ〔北il ll光
′
i:都γl道路=ri)L=

いろは坂=湯 itウ .― キレク 1`Ⅲ …泉判IL・ It場が鳳t自 然‖1究

路 イ̈|‖‖化桁 …lL■桁… t■ 1の it,1-キ シクィ
`■

|

体[1)i=riit=H,Li:`「宮道路 東北il山 イ「高=‖ ‖lJ oFtl

lt占 に

`キ

11名  〒希り、イトロi、 電話番り、参加1人 数をり||せ の 1

11iム スくださせヽ lHIを お送 1)し ます

8月 31日 (本 )

〒153‐0061 目黒区中目黒5‐22‐25 大竹―子
TEL 3712 7090(3/9～ 8/17東京に不在です。)



く特別寄稿〉

「集り散じて 人は変れど・ 。・」
昭三三商学 八幡和三郎

シルバー ェイジ41活を充実させるには、よき友 よき趣味 よい健康が必要
だといわれています

=

日黒稲門会に大会すれば、よき友 よき趣味が虫‖44に 手に人るのですから、
この会は素‖青らしい.

型、は囲碁、旅行、 ダンスの部会に参加しています。とくにダンス部会は、人
人同伴の会員が多く家庭的ですt私 も家内と 緒に、 1ヽ稲 HIの 事業生の集りと
いう雰囲気を楽しんでいます1

囲′|の 会には、人先■が綸ill星のごとくおられます. ‖黒稲|‖1会の員仁旧会

長が、「lら r7FD会長を務められているのには恐縮いたしますが、 ′i 六段の打ち
手がlilう 、 レベルの高い会です.

さて本題に入ります
=

最近私は、‖ll稲門会のなかで、¬l稲 lllに 学んだ人間同 |,の、思いもかけな

い出会いを体験しました.

早稲|ll大学校歌の 節「集り散じて 人は変れど、仰ぐは同じき Jl想の
光   Jを 、あらためて復誦した次第です。
人と人との結びつきの物語に、 しばらくおIJき 合いくださいっ

nlFは九「 年前にさかのぼります。
|り lttνЧ「 Llu年 (1911年 )、

|「稲III大学野球部

は第 1卜 Jの アメリカ遠征を行いましたっ

遠征は約五ケ月におよび、この間にはノ二十 :試合を行ない、 |‐ し勝三 l二敗
の成績でした。

だいぶ負け越していますが、UCLA、 スタンフォード入学、シカゴ大学、ユ

タ大学、海年兵学校、イリノイ大学などの有名校とも戦い、野球の本場アメリ

カでの成績としては善戦したといえます.

私の父ノヽLTI恭助は、このアメリカ遠征チームのメンバーでした。 ^番 または
■番打者の外ll」・手としてこのチー′、に参加したのです。

私の家には、父がアメリカヘ辻御:した時の写真が、数枚残っていますt

写真はその内の 枚で、第 1卜 Jア メリカ遠征lli・球チームのメンバーが、人隈
fl li公へご挨拶に参 11したときのものです

前列4fか らνЧ人日、シルクハットをかぶった方が、いうまでもなく人供lTlイ li

公です.

そのブFの ソフト‖|の ソ∫は1イ IIl it ri学 長、 さらにそのスiが坪内道通博 |:と 続き
ます(

人隈公のイiの限鈍をかけたノプは、渡米チームをり1率 し、米11各地をノiケ

'I問の旅をされた高杉沌蔵先′li そのイiの メ「 ドにすιを蓄えた方が、 IL稲 ||111球の父

と呼ばれる安|キ磯Fdl先 ′11です

1ダJ‖ 、 i列 ‖に学′I:‖えを着て、1っているのが波米チー′、の選手たちで、後

列向かってノ1:から 1人 H、 やや太めの学生が、父ノヽlI・恭助のオ|き ‖の姿です

人隈公以 ド前列の方は、父の年で写rtの 衷に名前が 11ドき残してあ 1)、 どなた

かすくに分かりました しかし、父以外の学41服 の選手は名前が|1定できませ
ん
Ч
l‖キの父は、選

「
同 |:は名 llを忘れるはずがないと思い、政えて :I「き残す必

要はないと判Wiし たのでしょう

私の兄良 1は 、 ll人りl球‖
`()13で

、稲‖供楽‖
`(11球
‖
`()13の

会)σ )役 ltです

が、いま「野球ri年史_のれI纂に熱中しています この7Lと ″、で、 この写真の
選手の名前を調べられないかという‖1談になりました いろいろと考えました
が、紺l」選手の家族に見ていただく以外は無理という結論に辻し、l‐ |‖供楽部
の各簿をlliり に、ご遺1777:に lLI活を掛けてお願いをすることにしました

しかし、いさ'実行してムると、プし1年の‖十の流れは人きいものでした

ほとんどのご遺族は,り i在がイ(|り lの うえに、稲Ч供楽部名簿に掲載してある番

りにlL i舌 しても、テーフに‖ク(き i△んだ「この|[話はすでに取り外されましたJ
の′liがむなしく返ってくるだけだったのです

いささかi帝め気味になったとき、 中「だけ1じ :舌が llしたお宅がありました[

チー′、の外りl手として、アメリカヘ遠御:し た 1利

`十

卿Jさ んの長久馬場,|「さ

んが、1[1活 に応してくださったのです

さらに、'ガ〔を見て
いただき、写真中のと'の学′iが、父卜の 1神 /1脚Jさ んか

を教えていただきたいというll、たちの希マ
`も

、快く受け入れてくださいました

野球の歴史に興味ある方は、 1‖ 1/十卿Jさ んの名前に|せ憶があると思います

この 1神 rittlさ んこそが、りl茂投千に先駆けることノヽ「イitt Lも 前に、アメ

リカのプロチー′、で、初の日本人ブレーヤーになった人だったのです:

:料 Iさ んに対しては、 一イ(プ ロli球 日本人第 ^り を追う一 「ジャノプミカド
の JIN」 という本が、文芸イド秋社から出l ltされています

また、T13Sテ レビのキ1別 番組になったこともありますし、いくつかの本や|:し

liに取り11げられています

ご承力1の ノ∫もおられると思いますが、その経歴を簡哺tの紹介させていただき

ます
=

i神 さんは、it稲 |11時代は外りI手として活躍され、在学中にハワイ、アメリカ、

フィリピンと、三度の海外遠征を経験しました。

さらにI● 稲lll大学を卒業後、シカゴ近郊のイリノイ州ゲイルズバーグにある

ノンクス カレッジに留学し、その後イリノイ大学に学び、修 l:り を得ていま
す。

ノックス カレッジのりl球劇
`で

は、ショートを守り、キャプテンに選ばれま

した。しかもその間に、オール ネイションズというプロチームで、快足の遊
撃手として、プレーをしていたというのです。

アメリカでは、未だ人種偏見の激しかった時代に東洋人にもかかわらず、伝

統あるカレッジのキャプテンに選ばれる。それだけでも、卓越したリーダーシ

ップと、よき人柄を併せ持った方だったことがlL察 されます。

興味のある方は、佐山和夫著の「ジャンプミカドの謎」をご ‐読くださ―lっ

読後感のさわやかな気オ|ち のよい一冊です。

ある L曜 日の
′
T:後、兄の良 1と 私は、

'メ
真と i通の手紙を持って、自由がF

のお宅に、 1神 吾朗さんの長女、.甲賜 淳 rさ んを訪ねました。

身勝手な訪‖lに もかかわらず、次女の桑りI順子さんも同席してくださり、歓

迎していただきました。
lヽ速、写真を見ていただき、お父 11の 1 11i riヵ lさ んを指定していただきまし

た。その結果、 1神 さんは後ダJ向かってイiか ら 1人 日の方だということが分か

ったのです
=

実は、我々兄弟は、他の本に載っている写真などから推定して、 i刊 1さ んは

後列イi端の方だと思っていたのです=やはりご家族の日は確かです。我々は危
うく間違いをおかすところだったのです

=

持参した i通の手紙は、 ノンクス カレンジに留学中の 1‖1さ んが、りl球‖:
の合宿にいた父恭助など、後■たちに宛てたものです :

文中で、 :神 さんは英会 i舌を習得する,十労や、 ll稲 |‖ とワシントン人学のIj

球の試合についてなどを、 11歳代の人が :1れ たヽとは思えないほどの達筆で、
「Fき おくっています1

写真や手紙を話題にした flに 花力劇美き、あっというまに‖|‖lが過ぎました.

lr去することになりご挨1歩をしたとき、次女の桑ll川貞J生さんが
「ノヽIIF・ さんは、‖11、1区にいらっしゃるようですが、‖lll稲 1判会の会,tですか

~

と、私にllき ました
「はあ、そうですが

と答え、INl、はここでハノト気がつき
「桑りlさ んというレH′キの強ン蒙が、|'1山が11におられると開いていましたが、その

桑りiさ んがこ 11人ですか     J
とllき かえしました 私も、ここでやっとJi情が分かったのです

さてここで Jな して‖llltt Ч会の四′午‖;会の話に戻ります :

先に述べましたように、会Itには″ 六段クラスが多数いて、荒ll i先 ■、h!
里1先■、員仁||1会 1こなどは、いずれも劣らぬ強豪です 'か し、米だll ilの機
会に恵まれない強者に乗」lさ んなる名があり、私!  ン)‖ 力■りi」をお願いし
たいと考えていました:

なんと、このまぼろしの強敵桑りlさ んが、父がアメリカ,41 ttLを ともにした 1

利rilllさ んの次女順 rさ んのこ 11人だったのです

i利1さ んは||1府 中学の出身:父 はア|「りlt水

`tの

|||ですが、料1奈川 中の出身
でした: しかし、大学時代の夏休みに、地方の中学のチーι、をコーチする時は、

いつも 1人で出かけています  1人はとくに気があう‖Iだったのでしょう:
ノし「 年まえ、 ′iケ

'1に

もおよぶアメリカ速征のとき、 1人は、デ(国 でなにを感
じ、なにを1:「しあっていたのでしょう力、

そしてレH′ 好ヽきであった 1人は、 |'1分の娘婿と息 l´ が、レ‖力ヽのライバ

ルと力|っ たら、顔を見合わせながら|∵笑して、なんと||う のでしょうか,

H‖∴稲門会は、思いがけない人と人との交流を′|:ん でいます。

こんごも、おなじ|「 L稲 |||の 森に、集り故じた人と人との糸liびつきを、

ますます深めることができればと思うのは、私だけではないと思います。

以 11


